
補足説明資料６　『請求先・得意先・現場について』
・ふくろう販売では、売掛残、請求残を管理しているのは「請求先」単位となります。

・「得意先」は請求先となりますが、別の得意先と請求額をまとめたい場合などは得意先を請求先
　として使用せず、別の得意先を請求先に指定することができます。

　その場合は請求先として使用する得意先、請求先として使用しない得意先を登録してください。
　（どちらも得意先として売上可能。ただし、請求書の発行や入金、請求残管理、売掛残管理は
　請求先のみ行なえます。金額は合算されます）

請求先として使用する得意先。「請求先として使用するチェック」をONで登録。

請求先として使用しない得意先。　「請求先として使用する」チェックをOFFにして請求先を指定。
請求に関わる一部項目は請求先の登録内容が表示され、この得意先では入力できなくなります。

・「現場」は必ず「得意先」に紐付けて登録し、請求関係の項目は登録できません。
　伝票入力時に現場を指定すると、伝票類に現場名などが印字されます。請求書では現場ごとに
　集計されます。
　現場を請求先にしたい場合は、得意先として登録してください。

図１．得意先と現場、請求先の関係
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・『請求先』の運用に関して、以下の補足事項がありますのでご説明します。

以下の項目は必ず『請求先』単位での運用になります。
①　開始残高設定

「システム管理」タブ→「現場別残高登録」　で売掛と請求の開始残高設定ができます。

②　売掛残、回収予定管理
売掛残高一覧表、回収予定表、回収状況一覧表、担当者別回収予定・実績表

③　請求残管理、請求書（月締）発行について
請求締切処理、請求書、請求一覧表、請求確定処理

④　入金
入金入力、個別入金消込、入金振替処理

例）　上記図１の構成場合、請求書は以下のようにわかれて発行されます。

-以上－

得意先４

現場Ｅ

現場Ｆ

＝請求先２

請求書（鑑）

・請求先１（得意先１）

請求書（明細）

・得意先１ 現場A

請求書（明細）

・得意先１ 現場B

請求書（明細）

・得意先２ 現場C

請求書（鑑）

・請求先２（得意先４）

請求書（明細）

・得意先４ 現場Ｅ

得意先３

現場Ｃ

現場Ｄ

得意先２

得意先１

現場Ａ

現場Ｂ

請求書（明細）

・得意先３ 現場D

＝請求先１

請求書（明細）

・得意先４ 現場Ｆ
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